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１）一般事項 

 
ａ．施工概要 
 

施工場所 ○○市○○町○○123番地 

施工期間 平成○○年○○月○○日～平成○○年○○月○○日 

  

 
ｂ．設計仕様 

 
(1)基 礎 ①基礎ブロック W250×D250×H450 

②W150×H500 コンクリート布基礎 
 

延べ○○箇所 
延べ 150m 

(2)フェンス 東洋エクステリア 
○○シリーズ ○○型 H=1,800mm 
色：ホワイト 
 

延べ 230m 
 
 
 

(3)門 扉 
 

 
 

 

 
ｃ．その他 

(1)材料は、すべて新品とし、見本提出の上、承認をうけて使用する。 
(2)産業廃棄物の処理 
ケレン、撤去及び補修工事による発生材は、廃棄物処理法などに従い必要な処置を講ずる。 

(3)電気・給排水 
本工事に必要な、電気および給排水は協議の上、当核敷地内施設を使用する。 

(4)資機材置場駐車場 
本工事に必要な機材置場及び工事関係車輛の駐車スペースは、協議の上当核敷地内を使用す

る。 
(5)安全衛生管理 
作業所の安全、衛生に関する管理は、関係法令等に従ってこれを行う。又、作業所は、常に

整理整頓、清掃につとめる。 
・電動工具類の使用は、許可を受け、始業点検を励行する。 
・作業主任者は各作業員の健康状態を把握し、適当でない作業員は従事させない。 
・施工中の現場付近では、火気を使用しない。 

 
(6)後片付け 
各工事の段階において不用となった資材及び不合格となった材料は速やかに場外に搬出す



る。 
工事完了後は速やかに残材等を取除き、作業所内外の片付・清掃を行う。 

 
 
ｄ．概要図 
 

 
フェンス 平面図など 
 
図面またはカタログをコピーして貼り付ける 
 
 
 

 
 



 
 
1スパンの立面図など 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
断面図など 
 
 
 
 
 
 

 
 



元請 ○○○○株式会社 
現場代理人 ●● ●● 
TEL 000-000-0000 

 
ｅ．施工体制 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基礎工事 
●●工務店 

担当 ○○ ○○ 
TEL 000-000-0000 

フェンス工事施工 
●●建材株式会社 
担当者  ●● ●● 
TEL 000-000-0000 

フェンス取付 
●●工業 

担当 ○○ ○○ 
TEL 000-000-0000 

フェンス製造業者 
●●工業株式会社 
営業 ○○ ○○ 
TEL 000-000-0000 



 
２）布基礎工事 

 
ａ．使用材料 
（1）セメント 
セメントは JIS R 5210（ポルトランドセメント）の規定に合格する普通ポルトランドセ
メントとする。（○○セメント株式会社を使用する） 

 
（2）川砂 
砂は良質で、有害量の塩分・泥・ごみおよび有機物などを含まないものを使用する（試験

成績表添付）。積上げモルタルに使用する砂の粒度は、2．5mmふるいを通過するものと
し、充てん用モルタルに使用する砂は、鉄筋を挿入する空洞部最少径の 1／5以下とする
（10mmのふるいを通過するもの）。 
 

産 地 ○○県○○町のものを使用する 
 
（3）鉄筋 
鉄筋は異形棒鋼を使用し、JIS G 3112の規格品を使用する。（D10、D13）を使用する。 

 
（4）水は清浄なものを使用し、市上水を使用する。 

 
（5）モルタル 
普通ポルトランドセメントおよび高炉セメントを使用し、モルタルは左官工事施工計画書

による。 
（6）充填コンクリート 
コンクリート工事施工計画書に記載するコンクリートにより、設計基準強度は、

18N/mm2以上とする。 
 
（7）コンクリートブロック 
コンクリートブロックはすべて JIS A 5406（空洞コンクリートブロック）の規定に合格
したものとする。 
圧縮強度は 16N/mm2（旧 C種）以上、軽微な構造の場合は 12N/mm2(旧 B種）とする
事ができる。 

 
厚さ 水密性 種別 積方の種別 所用数量 ㎡ 

100 普 通 A 塗 下 12．5個 

150 普 通 A 化粧積み 〃 

150  B 化粧積み 〃 

 
製造メーカー    ○○県○○市○○町  ●●産業株式会社 



ｂ．墨出し・遣り方 
工事に先立ち墨出し、下図のような遣り方を設け、水平位置および垂直位置の割り付けを行

う。 
遣り方は移動しないように固定部等を利用して強固に取付ける。 
遣り方を設置後、監理者・土地所有者、および隣地所有者に立ち会いを求め、了解をうけた

後工事に取りかかる。 
 

 

 
ｃ．基礎の施工 
（1）掘 削 
掘削はバックホウ(0.4m3)を使用し、所定の深さまで掘削する。掘削床を痛めないよう掘
過ぎに注意して所定の深さまで掘削し、小型（大型）ダンプに積み込み搬出する。 
・床付けは人力で行い、所定の深さで均一に鋤取る。 

（2）地業 
切込み砕石（C40-0）は監督員の承諾を得たものを使用し、所定の高さまで人力で敷均し、
ソイルコンパクターで転圧する。 

（3）鉄 筋 
鉄筋は JIS 規格に合格したものとし、監督員の承諾を得たものを使用する。鉄筋の切断
加工は設計図書に基づき、組立は鉄筋のずれ・結束不十分のないように組立て、完了後に

監督員の検査を受ける。 
（4）型 枠 
型枠は木製型枠を使用し、セパレータで所定の寸法を確保して、単管とサポートで通りを

調整する。コーナー部の面木は 15mmを使用する。 
（5）コンクリート 
生コン（σ28＝210kg/cm2）は監督員の承諾を得たものを使用する。 
打込み前に打設場所を清掃し、雑物などを撤去した後コンクリートを打込み棒状バイブレ

ーターで十分に締め固める。 
 
ｄ．コンクリートの伸縮目地の間隔 
一般に伸縮目地の間隔は 20m，目地幅は 10～15mmを標準とし，高さの変化する箇所，曲
線都の始点・終点等に設け，基礎まで伸縮目地で切る。 



 
３）ブロック工事 
ａ．施工準備 
（1）設備配管を貫通させたり、埋め込んだりする箇所は鉄筋コンクリート造とし、ブロック
を割り付ける。 

（2）施工図により係員と十分打合せを行い地墨、タテ墨の確認をする。 
（3）タテ筋および横筋の位置、形状を確認し曲がった部分を修正する。 
（4）施工図に従い水平方向および垂直方向にブロックの割付をする。 
（5）モルタルの調合（容積比） 

 
種  別 セメント 川 砂 

充てん用 1 3 

目地用 1 2．5 

化粧目地 1 1 
※モルタルは混練後、60分以内に使い切る 
※目地幅は 10mmを標準とする。 

 
ｂ．鉄 筋 
（1）配筋方法 
①主筋（縦筋）および補強筋の継手は 15d以上重ね、10d以上片面アーク溶接とする。 
横筋は重ね継手とし、縦筋との交差部を 0．8mm以上の鉄線で結束する。 
②端部、隅部および開口部の周囲は、D13以上の鉄筋で補強する。 
③縦筋はブロック積みのまえに先組みする。 
④鉄筋の定着および継手長さは、次のとおりとする。 

 
適 用 個 所 定 着 重ね継手 

開口補強筋・帳壁の主筋 35d 
40d 

一般部分の鉄筋 35d 

 
⑤補強筋の形状は D10㎜とし、間隔はタテ 400㎜、ヨコ 400㎜とする。 
⑥タテ筋、ヨコ筋共モルタルのかぶり厚は 20㎜以上とし、ヨコ筋の重ね継ぎ手は 40d以
上とする。（ｄ：鉄筋の径） 
⑦たて筋、よこ筋の交差部は結束線を用いて緊結する。 
⑧配筋の間隔および補強筋は、次のとおりとする。 
⑨鉄筋に対するコンクリートまたはモルタルのかぶり厚は、適正なものとし、縦筋はブロ

ック積み作業より先行して溶接し、横筋は縦筋に結束することにより確保する。 
 



 

縦 筋 横 筋 
開 口 補 強 

端部補強筋 
縦 構 

D10-＠800 D10-＠800 1－D13 1－D13 1－D13 

 
 
ｃ．根付け 
ブロック積みのベースモルタルは、ブロックの底面が下地とよく密着するよう清掃、水湿し

を行い、最下段ブロックから正確に取付ける。 
不陸の著しい箇所は、予め凸部を斫り取るなどして平滑にする。 
その上で、接着を特によくするため、モルタルを壁厚分平滑に塗布する。 

 
ｄ．目地モルタル 
目地幅は厚さ 10mm を標準とし、横目地モルタルはブロック上端に敷き込み、隙間のない
ように塗り込む。縦目地モルタルはブロック側面に隙間なく塗り付ける。 
化粧積みとする場合は目地まわりの清掃に留意する。使用するモルタルは、保水性の高い樹

脂モルタルを使用し、凝結したものを用いぬよう、必要量づつ調合する。 
 
ｅ．積み方順序 
ブロックの地墨ならびに遣り方水糸に合わせて隅角部から中央に逐次積んでいく。ただし、

水糸の長さが４ｍを超える場合は、中間に１箇所基準になるブロックを設ける。 
横筋の段に来たら横筋用ブロックとして鉄筋を配筋し、モルタルを充填し順次所定の高さま

で積み上げる。 
（1）積み上げは垂直方向の割付に従い水糸を張り端部より水平方向に１段ずつ積み上げる。 
（2）ヨコ目地モルタルはブロックのフェイスシェルにのせ、タテ目地モルタルはブロックの
小口面に適量を載せ軽く加圧しながら、すり込むようにして調整する。 

（3）積み上げた後、ブロック面よりはみ出たモルタルはキレイにコテではらいとる。 
（4）ブロックを 2段積み上げたところで、縦目地空洞部にモルタルを入念に充てんする。 
（5）Ｔ字、Ｌ字取合部および出隅部分にはタテ補強筋を挿入し取合い箇所を欠取りモルタル
を空隙ができないように入念に充填する。 

（6）鉄筋を挿入する空洞にはブロック２段以内ごとにモルタルを充填する。 
（7）ブロックの接合によって生ずるタテ目地空洞部に鉄筋が挿入されない場合でもモルタル
を充填する。 

（8）ブロックを積み上げ充填をした後、適度の時間をおき目地仕上げを行う。 
 
ｆ．養 生 
（1）目地モルタルおよび充てんしたモルタルが硬化するまで、振動・衝撃・荷重などを与え
ないように注意する。 

（2）施工ずみのブロックの空洞部には、雨水が入らないようにする。 
（3）積上げ直後に気温の低下が予想される場合は、シートにて養生を行う。 



 
ｇ．施工結果の確認 
作業完了後、不良箇所の有無を確認し不良箇所の補修を行う。 

 
確認項目 確認時期 確 認 方 法 確認者 不合格時の処置 

墨出し確認 施工前 スケールにて実測 施工者 修 正 

材料搬入 材料搬入時 
種別を伝票と目視で

検査 
〃 交 換 

配筋検査 施工時 
縦・横配筋、継手状況

目視検査 
〃 修 正 

モルタル充填 〃 
鉄筋のかぶり・充填部

を目視検査 
〃 修 正 

化粧目地 〃 目地処理の目視検査 〃 修 正 

通り測定 施工後 目視検査 〃 補修または積み直し 

 
 
ｈ．境界 
後々問題を残さないために必要に応じて境界の立ち会い検査を行う。 
（1）石標の据付けは関係者立会いのもとに明示した位置に正しく埋設する。 
（2）石標には，境界線を明示する線または十字記号・番号等を，必要に応じて掘り込む。 
（3）石標の設置は，測量図に基づき，明示した位置に正しく埋設する。 
（4）石標の据付けは，土地所有者および隣地所有者・道路管理者等の立会いの上で行う。 

 
 
 
 



４）フェンス工事 
 
ａ．施工手順フロー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

位置出し 

基礎据え付け 

材 料 配 り 

支柱建て込み・固定 

モルタル詰め・養  生 

胴 縁 取 付 け 

コーナー部組立て 

メッシュ取り付け 

全 体 調 整 

自主検査・手直し 

検    査 



 
ｂ．基礎ブロックの据え付け（独立基礎） 

 
（1）遣り方 

 

水盛り遣り方 基礎ブロック 

  

 
（2）地業 
①設置場所の要所要所に杭を打ち、水糸を張り基礎石の位置を決める。 
②始めに掘る深さ、位置などを確認し、基礎石の位置に深さ 50cm、巾 50cm四方の穴を
掘る。 
③割栗石を厚さ 100ミリ程度敷き込み、目潰し砂利を割栗石の厚さ 1／3ほど敷き込み、
空間に食い込ませる。次にタコ等で割栗石を上から突き固め、均しモルタルを敷き、水

平に面を均す。 
④基礎石を水糸に合わせてセッティングする。 
⑤レベルは水糸を張り、通りとレベルを決める。 
⑥低いときはモルタルを足し、高い時は叩いて埋め込む。 
⑦基礎石の位置が確定したら、周りをコンクリートで固定するか、土を埋め戻して基礎石

が動かないようにする。 
⑧基礎石に芯柱の通り芯墨を打つ。 

 
・施工順序 

 

水盛遣り方  ⇒  根切り  ⇒  割栗地業 ⇒  均しモルタル  ⇒  基礎石 
 



 
（3）基礎石（ブロック）の位置決め 
・基礎石に柱芯の墨を打つ。 

 

 
 
 

 
 
 
基礎ブロック寸法 
 
 

 

 
 
 
W250×D250×H450 
 
 

 
 
 
 
 



 
ｃ．フェンス材料 

 
（1）Ｔ－１８型部材一覧表 

 
部材名称 形      状 数 量 

柱 T-18  1 

M5フックボルト 
 

4 

継手 
 

6 

M4×10丸先トラスネジ  
6 

M5フランジ付六角ナット  
4 

コーナー継手 
 

2 

コーナー継手 B 
 

4 

コーナー中間継手 
 

1 

コーナー中間継手 B 
 

2 

M6×18角根ボルト  
6 

M6用六角ナット  
6 

M6用平座金  6 

小口キャップ  
20 

 
 
ｄ．フェンスの施工 
（1）施工上の注意点 
①ねじは全て確実（ねじは止める面に対し、傾かないように垂直）に締付ける。 
②基礎はメーカーの指示寸法以上にする。 



③コンクリートまたはモルタルの養成期間は十分（４日～７日）とり、養成期間中は重い

物をのせたり振動させたりしないよう、その旨の注意表示をする。 
④アルミ部材の腐食防止のため、以下の点に注意する。 
・基礎用のコンクリートおよびモルタルに海砂を使用しない。 
・また、凝結促進剤、減水促進剤、凍結防止剤などを使用しない。 
・アルミ部材の表面に付着したコンクリート、モルタルなどの汚れは、速やかに取り除く。 
・アルミ部材と、銅板、鉄などの異なる金属が接触しないようにする。必要に応じて、ビ

ニールテープ、塗装などにより、絶縁処理を行う。 
・柱などを立ててからコンクリート詰めをする。コンクリートを入れた後に柱を立てると、

柱内部に水が溜まり凍結破壊の原因となる。支柱の水抜き穴はモルタル等で塞がない。 
⑤施工後、ねじ類にゆるみやガタつき、その他使用上危険な個所などがないか点検する。 
⑥作業終了後の商品にキズ、ヘコミなどがないか確認する。 

 
（2）姿図および基本寸法図 

 
 

 
 

立面図 

 
 
 
 
 
T－18 
 

H＝1,800 
ｈ＝1,720 
B＝300 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
平面図 

 
 

（3）Ｔ－１８型の留意点 
①柱芯々の寸法は 2,000mmの間隔で施工する。（※１） 
②コーナー部には必ず柱を２本施工しコーナー継手を使用する。 
③独立基礎で施工する場合、コーナー角度や基礎の大きさの違いによって、コーナー部の

柱位置が変わることがあるが、基礎と基礎が当たらない範囲で施工する。 
 

（4）柱と本体の取付けおよび本体の連結 
 
 
 



 

 
 
 
（5）組立て時の注意点 
①柱を基本ピッチ 2000mmの間隔で立てる。 
②柱の仮止めフックにフェンス本体を引掛ける。 
③隣の柱の仮止めフックに次のフェンス本体を引掛け､フェンス本体同士を継手で挟み込

みM4×10丸先トラスネジで締め付ける。(図 2-2，図 2-3，図 2-4，図 2-5参照) 
④継手を締め付けるネジは締めすぎないようにする。締めすぎると継手が変形することが

ある。 
⑤フェンス本体の連結部は柱から 75mmにする。 
⑥フェンスを切断する場合は必ず一番端部のフェンスを切断する。中間部のフェンスを切

断すると継手を取付けることが出来なくなる。 
⑦中間の継手の間隔は均等に振り分ける。（表 2-1参照） 
⑧フックボルトを柱に通しフランジナットで締め付け､フェンス本体を固定する。 



・フランジナットは締めすぎないようにしてください。締めすぎると柱が変形することが

ある。 
⑨フェンスの垂直･レベルを出し､柱脚部にモルタルを埋め硬化･固定する。 

 
補足 
・フックボルトでフェンス本体を固定するとフェンス本体が柱の仮止めフックから若干浮いたよう

になることがあるが、強度的には問題ない。 
・道路側からの施工が不可能な場合は継手を内外逆向きに付けることが出来る。 

 
 

 
 

 
（6）コーナー部の取付け 
①柱はコーナーをはさんで両側に立てる。 
・コーナーの対応角度は 60°～ 30° 
・コーナー部の連結部は､柱から 75mmの位置に施工する。 
・コーナー部のフェンス同士の間隔によりコーナー継手の表裏を使い分ける。 
（図 3-2，図 3-3，図 3-4，図 3-5参照） 
②フックボルトおよびコーナー継手のボルト･ナットをゆるみのないように完全に締め付

ける。 
③フェンスを途中で切断する場合は､縦材より 5mm 以上残して切断し小口キャップを取
付ける。（図 3-1参照） 

（注意）フェンスを切断した時には､必ず小口キャツプを取付ける。ケガをするおそれがある。 
 
 
 



 
 
 
 



 

 
 

※独立基礎で施工する場合､コーナー角度や基礎の大きさの違いによって､コーナ一部の柱位

置は変わってくるが､基礎と基礎が当たらない範囲で施工する。 
 
５）メッシュ門扉 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 


